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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
部
長

岩

田

宏

之

新
年
度
も
同十
凹
ヶ
月
が
経
過
し
夜
風
は
す

一用
者
の
目
的
達
成
に
向
け
て
訓
練
施
設
が
持

で
に
秋
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
こ
の
度
の
異
動

一
つ
専
門
性
や
機
能
を
個
別
ニ 
l
ズ
に
基
づ
い

に
よ
り
自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し 

"で
提
供
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
当
施
設
を

て
勤
務
し
て
い
ま
す
岩
田
と
申
し
ま
す 
c

退
所
さ
れ
た
あ
と
の
生
活
の 
Q
O
L
に
つ
な

障
害
者
支
援
施
設
自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
げ
る
支
援
が
役
割
と
し
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

は
、
自
立
訓
練
(
機
能
訓
練
と
生
活
訓
練
)
つ
ま
り
、
今
の
施
設
生
活
の 
Q
O
L
を
目
指

と
施
設
入
所
支
援
を
行
い
、

二
疋
期
間
で
杜
す
の
で
は
な
く
、
今
後
の
生
活
を
ど
の
よ
う

会
に
送
り
出
す
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

に
実
現
し
高
め
て
い
く
か
の
仕
方
を
獲
得
す

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
医
療
を
担
う
る
場
で
あ
り
、
ま
さ
に
通
過
訓
練
施
設
と
し

中
央
病
院
と
、
障
害
者
の
職
業
訓
練
を
担
、
つ
て
の
機
能
で
す
。

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
障
害
者
を
地
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は
、
交
通
事
故
・

域
に
送
り
出
す
た
め
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
が
傷
病
等
で
障
害
を
背
負
い
、
そ
の
障
害
を
受

有
機
的
に
連
携
し
な
が
ら
障
害
者
を
多
面
的
存
し
向
き
合
い
な
が
ら
入
所
さ
れ
訓
練
に
取

に
支
え
る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、

で

す

。

利

用

者

の

退

所

後

の

生

活

を

想

定

し

た

目

標

さ
て
、
私
自
身
は
事
業
団
で
の
勤
務
の
大
に
対
し
て
、
利
用
者
の
個
別
ニ 
l
ズ
に
応
じ

半
を
知
的
障
害
者
施
設
、
高
齢
者
施
設
で
勤
た
各
種
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供

務
し
て
き
ま
し
た
。
知
的
障
害
者
施
設
で
は
、
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

利
用
者
の
高
齢
重
度
化
が
顕
著
に
進
む
中
、
家
庭
や
職
場
の
人
間
関
係
を
崩
す
ケ
l
ス
も

近
年
は
利
用
者
の
施
設
生
活
の 
Q
O
L
の
向
出
て
き
ま
す
。
ま
さ
に
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、

上
が
更
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活

人
の
人
生
と
向
き
合
い
支
え
る
重
み
が
あ
る

や
暮
ら
し
ゃ
す
さ
を
目
指
し
、
個
別
性
を
大

と
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

切
に
個
別
支
援
計
画
に
基
づ
き
支
援
が
行
わ
あ
ら
た
め
て
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
役
割
・

責

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
施
設
に
お
い
任
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
利
用
者
の
多
様

て
も
、
そ
こ
を
家
と
し
て
そ
の
人
ら
し
い
暮
な
ニ 
l
ズ
に
応
え
る
た
め
、
総
合
リ
ハ
ビ
リ

ら
し

・
生
活
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
テ 
l
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
各
部
門
と
の
機
能
の

す
。

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
の
ニ 
l
ズ
に

こ
の
様
な
中
で
今
回
、
初
め
て
身
体
障
害

応
じ
て
入
所
か
ら
退
所
ま
で

一
貫
し
た
訓
練

者
更
生
施
設
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

を
実
施
し
な
が
ら
利
用
者
個
々
の
支
援
を
進

た
が
、
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
方
々
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

は、

医
療
的
リ
ハ
を
終
え
ら
れ
て
明
確
な
日
皆
様
の
ご
理
解
な
ら
び
に
、

一
層
の
ご
支

的
を
持
っ
て
入
所
さ
れ
ま
す
。
事
業
所
は
利
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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O
E
-b}F

開
明
者
凶
仕
向
戸
子

H
t

参
加
し
.間畑中� 

(8
w同
悔
し
位 運

営
方
針

。
自
立
生
活
訓
練
課
は
、
利
川
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
従
供
、
地
域
で
支
え
合
う
口
組
み

づ
く
り
、
俗
祉
と
医
療
の
注
撚
に
よ
る
事
業
の
推
進
、人� 
刊
行
成
と
働
き
が
い
の

H

あ
る
級
場
づ
く
り
、
経
常
法
熊
の
安
定
強
化
を
�
 指
し
た
事
業
を
展
開
す
る
。
�
 

「
自
律
し
た
総
紋
運
営
」
を
日
憾
に
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
錐
立
す
る
た
め
の

巡
刊
行
を
行
、
つ
�
 

M

C

自
立
生
活
訓
練
課
の
事
業
計
画

闘
同
闘
回
倒
凶
間
関
悶
悶
園
田
・
・
・
・
・

)
自
動
車
道
転
宵
熟
訓
練

、叫門
断
均
等
に
お

いて
附
害
と
な
る
尚
次
脳
機
能
向
山
行
の
自
動
午
訓
練
に
つ
い
て
の
訓
練
に
も
�
 
γ
川
口
し
行
う

3

件

k
hb

ヒ
ス
の
製
品
咋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
成
幻
布中
山
に

必
陀
県
社
会
福
祉
担
一
と
?
危
慢
性
長
沼
山
基
本
指
針
」
に
�
 
2
、
他
殺
の
女

能
障
�
 

f-3A 安
全
安
心
総
山
、
倹
の
実
�
 
地
位
一
芸 、絡

線
也
カ
長
決
唱
一
取
り
組

t
a

(
l

i
mH
u

y

f

-

刊
遊
雄
所
と
し
て
の
守
録
(
証
明
)
�
 

y

-
性

辺
教
ム
叩
講
瑚
門
会
(
市
民
放
命
上
等
議
開
�
 ど
の
導
入
『
研
)

・

・

-

H H

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

l-機
能
を
有
効
に
治
�
 

」糾畑
、以の
持
つ
梅
花
を
社

引
の
舵
逆
(
継
続
}

会
1

ん
し
な
が
ら
、賄
容
者
�
 

ruh-

地
以
ケ
ア

・リハ
ネ
�
 トワ
ー
ク
モ
デ
ル
の
情
築
�
 

}
地
成
移
行
を
予
定
し
て
い
る
慨
世
間
名
(
主
と
し
て
身
体
陪
台
串
�
 に
つ
い
て
、

n
A

ネ
�
 トワ
!
?
を
ザ
出
府
し
た
総
合
的
な
支
援
を
実
飽
し
、
必
要
と
な
る
サ
ー

2
)
泌品一同
作
か
ら
地
時
叫
暮
ら
し
を
希
望
す
る
件
陣
中
山
吉
仁
ハ
ー
フ
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
を


使
用
し
て
短
期
間
一
人
特
ら
し
を
刊
則
し
てい
た
と
く
の『
神
一ド巾
体
験
型


耳

業
問
ア
カ
デ
ミ
ー
や
�
 玲
専
門
ぽ
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
モ
デ
ル
�
 

t
f
7


h
M

J
U
P
V

C

E

{
関
�
 

会
・
兵
=

3
V

a
H

e

d
'o取
り

八
九
七
ワ

市
川
門
以
地
、
れ
�
 
立

h
k

自
�
 

l

H

T
h

l

家
族
会
、
保
健

医
被
教
育
労
働
の
関
係
楼
問
、
行
政
償
問
、
サ
ー
ビ
ス
挙
業
所
、
相
談

支
絞
事
実
行
な
ど
)
と
の
ネ
�
 ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
安
令
で
'
女
心
な
地
波
止
活
を
尖
現

す
る
た
め
地
践
の
制
社
説
題
に
間
住
的
に
取
り
組
む
�
 

y

利
刑
者
の
人
権
に
配
燃
し
た
悩
別
支
援
計
画
を
策
定
し
、
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
/
グ

に
て
進
捗
状
泌
を
利
用
者
と
敏
員
が
間
町
に
妃
握
し
な
が
�
 

い
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
る
�
 

A

y ワ利
刑
者
の
主
体
性
に
恭
づ

z
 

l
仙
寺
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
�
 

d

(3J
(
l

E

r

h

F

F
i
-
-
t

l

c
 y

O
J
T

)
院
中
川者
専
門
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
�
 

ブ
研
修
下
業
(
祈
鋭
�
 

隊佐
一回帰
若
絡
は
に
お
い
て
、
平
成
却
年
度
か
ら
外
部
の
専
門
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
桁
�
 

4
Lよ
り
隊
害
児
者
施
ぷ
の
個
別
支
援
計
画
作
成
の
考
え
方
や
記
載
ゎ
刀
法
の
統
化
、

そ
れ
を
進
め
る
職
只
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ノプ
隻
成
に
収
り
組
み
、個
別
文
相沼
市
阿
作
成
マ
ニ
ュ

m yu

ア
ル
の
作
成
な
ど
、
初
期
の
円
的
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
お
年
度
は
山
什
施
な
に
お
い
て
、

適
山
川
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
�
 プ
を
受
け
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
営
環
�
 住
者

等
か
個
別
支
悼
法
剖
面
の
作
成
等
を
ツ
1
ル
と
し
た
�
 

の
強
化
を
凶
る
な
か
ご
、
マ

ニュ
ア
ル
守
の
実
施
牧
訓
に
取
り
'
組
む
。
�
 

2
)
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
笑
殺
連
動
め
推
進
(
縦
続
)

(
施
出
叫
の
業
務
全
般
に
わ
た
る
改
み
に
対
す
る
取
り
組
み
を
、純
誌
の
刊
帆
附
樹
仰
叫
題
に
応

じ
て
実
猫
し
、自
己
一
計
価
を
補
完
す
る
。
�
 

サ
ー
ビ
ス
汗
価
心
業
(
向
己
評
他
)
に
向
け
て
の
取
り
組
み
�
 
-胤相続� -

サ
ー
ビ
ス
符
価
基
準
等
に
基
づ
く
自
己
許
制
を
午
附
2
凶
実
施
す
る
G
I
例
目
は
、
職

員
及
び
他
政
叶
�
 ピ
ス
の
白
己
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
改
替
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
施
し
て
、
�
 2
同
日
に
そ
の
締
認
を
行
う
�
 

(
4
)
「あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
」
の
実
路
(令
飽
設
、
随
時
)

脳
設
の
業
務
全
般
に
わ
た
る
改
占
に
対
す
る
取
り
'
組
み
を
、
施
設
の
恥
場
お
�
 
叫
に
応


じ
て
実
施
し
、自
己
町
山
悩
を
禰
完
す
る
。
 

(

専
門
職
科
述
絡
会
の
参
加
(
継
続
)


5
)
利

用
者
支
綾
の
向
上
手
を
け
的
と
し
て
、
管
理
栄
進
l
J
川本山炎
上、
協円
設
面
曲
虚
飾
�
 守
の


H
A

情
報
の
共
有
と
此
ハ
組
濃
町出
の
解
決
等
を
削
る
た
め
の
戦時
間
別
連
川
相
会
を
実
施
す
る
�
 
‘

ご
菅
逮
栄
菱
土

栄
盤
上
述
治
会
�
 

‘
唱
者
控
技
部
会
「栄
長
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
つ
I
順
必
の
活
用
)」 

2
，詰
d

会

ま
�
 

〈丘

E

Z

-

z
F
J

院
隻
句
者
控
む

、
あ
る
一
一
司
」
三

こ

存在
宅(引� 

の
a
bd

吋
警
告
の
�
 

を
遜
し
運
営
に
反
映
し
て
い
く

す
，
}
障
害
者
主
新
�
 

兵

飯

県

隊

第

者

』

一

一

一

芸

官

銃
・

向

の

き

一

市

涯

を

匂

F
E
bA

t
J

「応
急
処
低
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
川
」
、
日計
例
倹
剖」� 

z

i
f
d
k
l

d

と
�
 

-
川
品
問

防
車
ロ
匁
白
川
体
が
主
催

』・� 

・
・
一

e
 

-HA1'

邑
�
 

-
地
岐
に
お
け
る
『安
全
・安
心
」
を
テ
!
?
と
す
る
川
崎
山
崎
宅
市
の
�
 -助
と
な
る
自
助
市
運
転
に

つ
い
て
大
き
く
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、市民
に
、出荷山� 

之

内川
次Hn刷
機
能
防
伸
行
事
引の
生
川
訓
練
�
 

(5
)
身
体
附
台
朽
グ
ル
ー
プ
ホ
�
 

(6
)
白
動
車
運
転
コ
�
 

地
法
の
小

γ校
で
行
わ
れ
て
い
る

官民際
の
似
号
殿
、刊怖ぷ
を
用
い
、
実
際
の
内情断
歩
道
を
利
川
す
る
リ
ア
ル
な
「
交
通
安
全

ド
ラ
イ
ピ
ン
グ
フ
エ
ス
タ
」
を
実
施
し
、
隣
位
打
者
の
運
転
技
術
の

及
を
図
る
。
�
 

l

(9
r
阿山� 

・止
田

ス
の
有
効
治
則
(鉱
充
)

1H悼
�
 

支
出
措
法
に
格
づ
く
新
サ
ー
ビ
ス
体
系
耐字架
完
投
体
制
の
検
付
・保山
一
(
継
続
}
�
 

l
dm刷
別
主
俊
サ
イ
ク
ル
の
実
践

定
着
化

ン
ト
・サ
ー
ビ
ス
剖
副
主・� 3
ヶ
月
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い
う
「個
別
支
援
サ
イ
ク

ル
」
を
定
期
的
に
安
値
す
る
こ
と
に
よ
り
、利川刑
者
ニ
ー
だ
の
凋
触
す
と
尖
現
を
行
う
。
�
 

ア
セ
ス
�
 

ま
た
、
，

教
室」
と
す
る

向
仁
と
�
 

J

v

友
会
泌
転
の此� 

av

H

析
サ
ー
ビ
ス
体
系
二
基
づ
く
長
業
の中
止
施

2
)(ア

(7
)介
助
犬
及
び
聴
一昨
犬
訓
練
・
認
定
事
業
の
実
施

身
体
向巾円
売
の

n
aυと
行
会
参
加
の
促
進
を
支
絞
す
る
た
め
に
、
身
体
障
存
者
補
助

)
自
立
訓
均
「
園
町
能
訓
塑

生
前
訓
ト」柿〆肯同
次
舵
刷
機
能
停
害
者
け
象

(
イ
}
自
主
訊
減

『ウ
」砧品収

入
所
主
後
�
 

A

犬
法
に
基
づ
く
介
助
犬
V
M
1ひ
際
導
犬
の
訓
叫
師事
業
者
及
び
認
定
法
人
と
し
て
適
正
な

訓
練
や
必
定
長
業
を
実
施
し
、
介
助
犬
及
び
総
導
犬
の
泡
正
な
劫
及
促
進
を
図
る
。

同
国
岡
凶
間
国
闘
盟
国
悶
悶
同
間
関
困

幻
年
度
目
標
・人
パ
助
犬
3
件、
臨時導
犬
�
 

・
�
 
・

-

-

C

E

E

(印川刊
-
危
幌
管
理
警
本
指
針
・
-
毒
づ
く
リ
マ

伺
与自
の
「
白
�
 

ペ 、クマ

下
聞
の
川
出
制
十
「

ン
メン
ト
外
制
の
絡
し

利
�
 げ

(
継
続
』

への
府内
の
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弘山市
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悦
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モ
デ
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先
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点
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す
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と
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リ
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医
療
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渇
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し
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�
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刊
叫
の
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的
な
悩
�
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寸
る
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必
安
と
し
て
い
る
人
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の
た
め
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総
点
倹
を
実
施
す
る
と
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�
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機
能
開
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家
族
と
の
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問
次
脳

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
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充
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を
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札
た
方
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て
の
地
峨
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行
に
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い
て
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パ
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ソ
ン
と

ト
円
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当
て
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中
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を
持
た
れ
一
た
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対
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ム
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拡
充
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危
機
管
理
噂
刊
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巡
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の
よ
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訴
}

・
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

四
回
闇
回
国
国
間
闘
闘
幽

-------E
、中
mL

減
移
行
が
相
来
る
よ
う
文
相似
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
検
討
を
合
め
た
実
施
を
行
う
。

四
圃
悶
回
同
回
開
制
回
附
悶
悶
悶
悶
幽
悶
悶
園
田
・
・
・
・
・
・
圃
・

医
山町
・福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
対
人
後
助
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
そ
の
判
い
乎
で
あ
る
吸
口

人

地
域
と
の
防
災
協
定
の
締
結
�
 

っ
。
�
 

ひ
と
り
の
資
質
(
力
銑
)
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
山
一
新
す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
士引
為
な
人

材
の
健
保
・育
成
を
行
、

(i
)
が
業
川
述
内
「
職
は
倫
理
'

(2)
人
材
育
成
基
本
�
 

人
材
行
成
比
位本
小
刀
針
が
仮
定
後
3
年
を
経
過
し
た
こ
と
及
び
制
緩
蛍
川
か
年
計
捕
聞

に
必
づ
く
人
村
山
�
 成
に
州
附
す
る
新
た
な
ぷ
屈
に
対
応
す
る
た
め
、人
材
育
求
基
ド
方
針

昨
秋
討
委
只
会
に
お
い
て
人
材
育
成
基
本
方
針
を
見
直
し
、改
定ヲ
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岡
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に
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て
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を
作
成
し
、文
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抗
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J
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テ
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の
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発
・験
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う
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施
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協
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h
a終
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役
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会
沼
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し
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u
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投
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s
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を
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供
す
る
の
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機
能
訓
練

(
ク
ラ
ブ
活
動
)

目
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
機

l

能
訓
練
・生
活
訓
練
な
ど
多
く
の
訓
練

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。
各
自
、
訓
練
目

標
を
も
っ
て
社
会
復
帰
に
一歩
ず
つ
進
んl

で
い
ま
す
。
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
訓
練
、

体
育
訓
練
、
社
会
生
活
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

高
次
脳
機
能
訓
練
な
ど
様
々
あ
り
ま
す。

今
年
度
は
、
利
用
者
本
人
自
ら
モ
チ
ベ

シ
ョ
ン
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
余
暇
的
な

要
素
を
盛
り
込
ん
だ
、
障
害
特
性
に
合

っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
ク
ラ
ブ
活
動
)
を
実
施

し
、
円
滑
な
機
能
改
善
を
推
進
し
、
利

用
者
の
自
主
性
及
び
主
体
性
(
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
)
の
向
上
に
つ
な
が
る
内
容
を
検

月

討
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
各
症
状
に
あ

口持

わ
せ
て
、自
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
「車


惚
い
す
ダ
ン
ス
」
「
書
道
」

「絵
画
」「
カ
ラ
オ


ペ
ケ
」

「陶
芸
」
「
合
唱
」

「
軽
音
楽
」
な
ど
 

正
活
へ
少
し
で
も
モ
チ
ベ

5

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
を


り
通
じ
て
、
訓
練
生
活
、
ま
た
退
所
後
の
生


よ

シ
ョ
ン
の
向
上


、う札

に
繋
が
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い


か
と
考
え
て
い
ま
す
。


す
-

向
回 

一
か
を
家
族
に
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。

、
理
解
で
き
る
よ
う
に

一
し
ま
す

D

ま
た
、
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

家
族
と
の
協
働

高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
プ
司
ク
ラ
ム

一号

今
年
度
の
新
た
な
事
業 

一1
J
て、

単

一
身
生
活
の
ン
ミ
ユ
レ
1

シ
ョ
ン
が
で
き
る

一
居
室
(
ハ 
1

フ
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
)
を
利
用
し

一
た
「家
族
と
の
協
働
高
次
脳
機
能
障
害

一
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
こ
と
に

一
な
り
ま
し
た
。
施
設
内
ハ 
!
フ
ウ
ェ
イ
ハ

一
ウ
ス
を
宿
泊
ま
た
は
日
暗
り
で
利
用
し
、

一
家
族
の
見
守
り
の
下
で
謀
題
を
遂
行
す

一
る
中
で
、
本
人
の
障
害
特
性
や
訓
練
課

一
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
作
業
療
法
土

一
や
支
援
員
が
解
説
を
行
い
、
利
用
者
本

一
人
が
抱
え
る
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い

一
て
家
族
が
正
一 1F

一
通
し
て
家
族
の
支
援
力
を
高
め
て
い
き


一
ま
す
ご
例
え
ば
、
ハ 

フ
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
を


一
起
点
と
し
て
本
人
が
家
族
と
一
緒
に
貫


一
物
に
行
き
、
調
理
に
必
要
な
食
材
を
買


一
い
揃
え
、
同
ハ
ウ
ス
内
の
キ
ッ
チ
ン
で
レ
シ


i

一
ピ
に
沿
っ
た
調
理
行
動
を
行
っ
て
も
ら

一
う
な
ど
、

一連
の
行
動
が
適
切
に
行
え
る

L

一
本
人
の
行
動
に
つ
い
て
理
解
で
き
な
い
と

一
い
う
家
族
の
疑
問
に
は
、
高
次
脳
機
能

一
障
害
の
症
状
と
し
て
丁
寧
に
説
明
を
行

一
い
、
家
棋
が
十
分
に
理
解
で
き
る
よ
う

? 

ま
す
っ
そ
の
上
で
、
職
員
か
ら
の
ア

一
ド
パ
イ
ス
を
取
り
入
れ
、
そ
の
場
で
本
人

一
へ
の
支
援
を
行
っ
て
も
ら
い
支
援
の
効
果

一
を
家
族
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

一
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
職
員
と
家
族
が

一
利
用
者
へ
の
効
果
的
な
支
援
方
法
に
つ

一
い
て
相
談
・
検
討
を
重
ね
、
家
族
と
の
連

一
携
を
自
然
な
形
で
強
化
し
、
利
用
者
が

一
安
心
し
て
家
庭
復
帰
で
き
る
よ
う
進
め

一
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

J

& 
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自
動
車
運
転


評
価
・
訓
練


動
す
る
期
間
が
短
い
の
が
現
状
で
す
。
一

ユ
ー
ザ
ー
の
中
に
は
�
 頭
目
は
引
退
し
一

て、� 
2
頭
目
の
介
助
犬
が
活
躍
し
て
い

一

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

認
定
機
関
と
し
て
は
、
今
後
、
多
く
一

の
方
に
補
助
犬
利
用
を
し
て
い
た
だ
く
一

た
め
に
、
補
助
犬
の
利
用
に
つ
い
て
周
一

知
す
る
こ
と
が
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

一

補
助
犬
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
補
助
犬
一

を
通
じ
て
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

一

で
き
、
補
助
犬
と
と
も
に
住
み
よ
い
社
一

会
に
な
る
よ
、
つ
願
っ
て
い
ま
す
。
�
 

l

当
施
設
の
重
点
事
業
の
一つ
と
し
て
、

一
を
拡
げ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
リ
ハ

一
ピ
リ
病
院
入
院
中
の
患
者
様
が
、
退
院

一
後
の
生
活
の
検
討
の
た
め
に
、
「
試
乗
適

一
性
評
価
」
を
希
望
さ
れ
る
ケ
�
 ス
が
増

一
加
し
て
い
ま
す
。

施
設
内
の
自
動
車
運
転
訓
練
施
設
(
教

障
害
者
自
立
支
援
法
の
下
で
は
、
身

一
体
・
知
的
・
精
神
と
い
う
障
害
種
別
を

一
間
わ
ず
、
例
え
ば
、
身
体
の
麻
庫
が
殆

一
ど
な
い
高
次
脳
機
能
障
害
者
も
施
設

一
の
利
用
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
、
身
辺
が

一
自
立
し
て
い
る
場
合
は
、
当
施
設
に
入

一
所
せ
ず
、
自
宅
か
ら
通
い
で
自
動
車
運

一
転
の
評
価
・
訓
練
の
み
を
受
け
た
い
と
の

一
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

自
動
車
運
転
を
通
し
て
生
活
の
幅

一
が
拡
が
り
、
通
勤
や
買
い
物
な
ど
の
際

一
の
移
動
手
段
と
し
て
は
大
変
便
利
で
あ


一
る
反
面
、
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に


一
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
一


一
人
で
も
多
く
の
人
の
生
活
の
一助
に
な

l

一
る
よ
う
、
今
後
も
評
価
・
訓
練
に
携
わ
っ

一
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 l

補
助
犬
に
つ
い
て


皆
さ
ん
、
補
助
犬
(
盲
導
犬
、
介
助
一

山
犬
及
び
聴
導
犬
)
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
一

配
す
か
?
兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
(
白
一

切
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
)
で
は
、
西
日
本
一

か
で
唯
一
、
介
助
犬
、
聴
導
犬
の
認
定
機
関
一

寸

一

-

自
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
一

n

l

平
成
�
 年
5
月
刊
日
に
介
助
犬
ロ
�
 タ
一

ス
が
九
州
第

2
号
(
福
岡
県
第

1
号
)
一

の
介
助
犬
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
は
平
成
�
 
H

一

l

年

(
2
0
0
2
年
)
叩
月
�
 日
に
施
行
さ
一

れ
ま
し
た
。
来
年
で

ω年
を
迎
え
ま
す
。

一

平
成
幻
年
7
月
1
日
現
在
、
盲
導
犬
は
一
�
 

D

l

1
6
6
7
頭
、
介
助
犬
は
臼
頭
、
聴
導
一

犬
は

ω頭
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
兵
庫
一

県
は
全
国
で
も
補
助
犬
の
数
が
多
い
一

県
の
一つ
で
す
。
盲
導
犬
は
目
頭
、
介
助
一

犬
は

5
頭
、
聴
導
犬
�
 頭
が
活
躍
し
て
一

い
ま
す
。

介
助
犬
の
実
情
を
少
し
考
え
た
い
一

と
思
い
ま
す
口
補
助
犬
法
施
行
後
、
介
一

助
犬
は
全
国
で
初
頭
の
犬
が
認
定
さ
一

れ
ま
し
た
�
 し
か
し
、
様
々
な
事
情
に
一

よ
り
、
幻
頭
は
引
退
し
ま
し
た
。
寿
命
一

の
短
い
犬
の
場
合
、
介
助
犬
と
し
て
活
一

習
コ
�
 
ス
)
を
使
用
し
運
転
操
作
能
力

の
評
価
を
行
う
「
試
乗
適
性
評
価
」
と、

路
上
教
習
を
中
心
と
し
て
運
転
の
実

用
性
を
高
め
る
「
習
熟
訓
練
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

特
色
と
し
て
は
、
ま
ず
、
小
野
自
動

車
学
校
と
の
業
務
提
携
の
下
で
、
現
役

教
官
に
よ
る
指
導
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、

次
に
、
脊
椎
損
傷
、
左
・
右
片
麻
庫
な
ど

障
害
特
性
に
合
わ
せ
た
改
造
車
を
使

用
で
さ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
習
熟
訓
練
終

了
後
は
、
自
家
用
車
の
改
造
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
や
改
造
し
た
自
家
用
車
を

持
ち
込
み
、
追
加
訓
練
を
行
い
、
例
え
ば
、

自
宅
か
ら
会
社
ま
で
の
通
勤
ル
�
 ト
を

た
ど
る
、
実
用
的
な
訓
練
も
可
能
で
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

数
年
前
か
ら
、
当
施
設
入
所
利
用
者


以
外
で
、
地
域
(
兵
庫
県
内
の
み
な
ら
ず


大
阪
・
京
都
・
和
歌
山
な
ど
近
畿
圏
内
)


で
暮
ら
す
障
害
の
あ
る
人
か
ら
も
、
自


動
車
道
転
の
評
価
や
訓
練
へ
の
希
望
が


多
く
寄
せ
ら
れ
、
評
価
・
訓
練
の
対
象

I

ノ• 
じよ
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l

り
操
作
)
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、
所
外 

ι
訓
練
、
学
習
、
ハ 

フ
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
で
の

明
調
理
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
の
生
活

私
は
、 

2
年
前
脳
出
血
で
倒
れ
右
片

麻
庫
に
な
り
ま
し
た
。
美
容
師
に
な
る

た
め
に
専
門
学
校
を
卒
業
し
働
き
だ

し
た
ば
か
り
の
時
で
し
た
。
右
手
が
不

自
由
に
な
り
、
上
手
く
話
す
こ
と
も
出

来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
不
安
な
入
院
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
大
好
き
な
車
の
運
転
が
も

う
一
度
出
来
る
よ
う
に
な
れ
る
場
所
が

あ
る
と
聞
き
平
成
幻
年
2
月
幻
日
に

訓
練
セ
ン
タ
ー
に
入
り
ま
し
た
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
に
入
所
し
た
当
初
は

歩
行
も
不
安
定
で
体
力
も
な
く
高
次

脳
の
影
響
も
大
き
く
自
動
車
運
転
ま

利

用

者

垣

谷

で
は
遠
い
道
の
り
だ
と
知
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
体
力
作
り
の
た
め
フ
リ 

ウ
ォ

キ
ン
グ
で
歩
行
訓
練
を
頑
張
っ
た
り
、
仲

間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
で
言
葉
を
と
り
も
ど
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
公
共
交
通
機
関
利

用
の
た
め
所
外
訓
練
で
は
、
大
久
保
・
神

戸
・三
宮
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。
そ
し
て 

年
後
、
自
動
車
習
熟
訓
練


が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
や
っ
と
目


標
に
近
づ
く
こ
と
が
山
来
た
と
思
い
ま


し
た
。
緊
張
す
る
中
で
久
し
ぶ
り
に
ハ
ン


l

ド
ル
を
握
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
習
熟

l

l

訓
練
終
了
後
す
ぐ
に
自
分
の
車
を
改

造
し
週
末
に
自
宅
で
運
転
で
き
る
よ
、
つ

に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
入
所
時
は
考
え

も
し
な
か
っ
た
就
職
を
次
の
目
標
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
技
術
の
背
得

の
た
め
能
闘
を
利
用
し
ワ 

ド
や
エ
ク

セ
ル
を
勉
強
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、

吉
備
高
原
職
業
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
受
験
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

l
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
来
て 
1
年
が
過
ぎ
い
ろ
ん
な
事
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
目
標
に
向

か
え
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
頑
張
っ
て
就
職
を

J
T

J
l
h
T
J
T
J

ず 

ず
ず
ず
ず
ず
宇
中
ず
♂
可
申
ず
ず
ず 

ー
す
ず 
J
tf

ず
す 
ず 

ず
宇
企 

h

J
T

元
利
用
者
山
口

目
指
し
ま
す 
c

tJ
T
Jk
v
hJ
1
3
1
h
T
J
1
J
T
J1

ず
ザ
ず
ず 

ー
す
す
ず
ず
ず
宇
中
す
ず

J
T
b
v
f
J
T
J
T
JT
J

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
一
人
暮

ら
し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り

ま
し
た
が
、
親
か
ら
猛
反
対
さ
れ
て
「
実

家
に
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
」
と
強
く
言
わ

れ
ま
し
た 

し
か
し
、
せ
っ
か
く
神
戸
に

出
て
き
た
の
に
実
家
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て

は
何
の
意
味
も
な
い
と
思
い
、

一人
暮
ら

し
の
お
金
を
た
め
る
た
め
に
、
入
所
型

の
施
設
を
探
そ
う
と
思
い
、
神
戸
・
大
阪
・

京
都
・
計
初
あ
ま
り
の
施
設
に
片
っ
端

か
ら
電
話
を
か
け
ま
し
た 

で
も
、
ど
こ

の
施
設
も
定
員
が
い
っ
ぱ
い
で
入
所
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

時
に
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
が
も

c

c

う
一度
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
全
員
で
、

親
を
粘
り
強
く
説
得
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
な
ん
と
か
一
人

暮
ら
し
に
事
」
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
こ
う
し
て
僕
が
あ
る
の
は
本

当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

感
謝
を
何
か
の
形
で
還
元
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

和
也

僕
は
京
都
の
養
護
学
校
を
卒
業
し

月
て
か
ら
、
す
ぐ
訓
練
課
に
お
世
話
に
な

同

り
ま
し
た
。
実
家
が
田
舎
だ
っ
た
こ
と
と
、

加
施
設
の
生
活
が
長
か
っ
た
の
で
、
何
を
す

平
る
に
も
初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で
し
た口

号
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
体
育
訓
練
(
電
動

5

車
い
す
の
操
作
及
び
、
手
動
の
車
い
す

も
中
で
も
所
外
訓
練
に
よ
っ
て
自
分
の

封
行
動
範
囲
が
格
段
に
広
が
り
ま
し
た
。

自
今
で
は
電
車
や
パ
ス
を
利
用
し
て
、
大
阪

民
叫

や
京
都
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

訓
練
課
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
で
も
人
知
れ
ず
白
、午

ト
レ
を
毎
日
毎
日
淡
々
と
さ
れ
て
い
る

方
が
多
く
本
当
に
頭
が
下
が
る
と
同

時
に
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
目
標
に
向
か
う
姿
勢
を
見
て

い
る
と
、
障
害
を
持
っ
て
ど
う
生
き
る
か

を
自
分
自
身
も
っ
と
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

僕
は
退
所
の
時
期
が
間
近
に
な
っ
て

も
ま
だ
、
今
後
の
生
活
基
盤
が
決
ま
っ

本人提供本人提供
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E軍事Eヨ田F.1司弓ヨヨlttJffiJ:軍軍事調国� 
E 盟 主起量比率盟極tll

L民主主主当D型炉司調庄司自te)1 1

{町三師事;f~軒JIU: :足先炉長]，=-i-::;m

.寝室 

『神戸市体験型ク.ループホーム(身体障害者の方対象)Jって?
身体に障害のある方が、総合リハビリテーションセンターにある

自立生活訓練センター内の居室を利用して単身生活体験ができます。


どんなことをするの?� 

1.今後の生活のご希望や、 体験型グループホーム(自立生活訓練センター内居室)を

利用することについて、あなたのお気持ちをうかがいます。� 

2.体験型グループホーム(自立生活訓練センター内居室)を見学します。� 

3.体験型グループホーム(自立生活訓練センター内居室)に体験宿泊� 

|対 象 者� |神戸市に住所のある方

宿泊費:一泊700円(共益費)、食費は除く

| ることもできます。費用について� |謀長522芸1321112Lf
(朝食200円・夕食500円)� 

|利用できる日数|年間50日まで

捌鶴港世話器
たまつあけぼの障害者地域生活支援センター(鎌田)� たにがみ障害者地域生活支援センター(三木)� 

Tel:078-927-4171 Tel:078-582-4431 

Fax:078-927-4172 Fax:078-582-4432 

- ぉ近くの障害者地域生活支援センターまで� . 
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支十三14 能勢史朗

この度、白立生活訓練センターに着

任しました能勢史朗です。

これまでは、知的障害者施設にて、
生活支接を中心とした業 務に慌わっていました。

今回は、身体障 害 者や高次脳機能障害が主な

対象者となり、 業務内容も、自立に向けた訓練な

どで環境も変わりましたが、又、心機 一 転勤めた

いと思います。どうか、よろしくお I~ffi しミ致します c

作業療法� k 木村 賀子� 

4月に� 1)ハピリ中央病院から異動し

てきました。始めは戸 惑うことも多く

ありましたが、徐々に慣 れてきたところ

ですり一人ひとりの利刑者さんの目標に向かつて
ゐ*#に悩 み考 え、達成する喜 びを分かち合える

ように 頑張勺てい きます� どろぞよろしくお願いし3


ますの� 

?喬議自ip ni f事長� 

4月から総合� 1)ハ訪問看護ステーシヨ

司F ンから畏ー動にな旬、自 立に配属となりま
した� 

}就慨し、 ]+l央病院に勤務してお打一度退仁ド以前、

職しました。新人と言つでも、年齢(よ皆さんより少� L
多いです。利用者ど� J宅に[]分の体調管理にも、気を
つけていきたいと思いますので、よろしくお願いします。

支援� ti ti1!iu 2.久子� 

4月より、� f-I立生活訓練センタ-2階

で支援員として働くことになりました。

福祉の仕事は全く経験がありませんが、
一つずつ確実 に身につけていきたいと思います
ので、よろしくお願いします。� 

ボ子網中を士1:管理う;K'

5Hから管理栄養士として勤務して
おります網中です。

私は人とのコミュニケーションを大切

にしていきたいと思。ております。

利用者の方とのうと流を大切にし、栄養面でのサ

ポートをしていきたいです コ

よろしくお厚Hいします。

支援員� *Ji士泉

この� 4月から自 立生�  i l~.!f! センター舌EiI
で、支 提員として勤務しております。

ここに来るまでは児童 に関わる仕事を

しており、全く違う分野の業務内科であヮたため、

何の知識も経験も無い状態からのスタートでした。

主らない所が多々あると思いますが、 自分の持ち

味が活かせるよう頑張りたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。

作;{'療法 j 本多伸行�  

4月より、自立正 活訓練課で� OTとし
て働かせていただいております。

病院との進いに加え、� OTの支援の!玄さ・

深さの必裂性が身 !:し みている 毎� Hです� c スタッ
フも 少ない 中、 自己の 責 任と伝舶 が欠かせない

職場です� 一人前の療法� kとなれるよろ に、今後J

もよろし〈お願いします。

支J主目 安井� !愛車Ii

自立生 活 訓 練セン タ� -3閣の 支援

員とし て� 4月から勤務しています� 勤3


務を始めて� 3か月が縫過し、職 場の雰

間気 や利!日者 の皆 さんと交流することにも慣れ

てきま しだ。マイペ ースな性格でこれからも と� j主
惑をかけることもあると思いますが、 一生懸 命頑

張りますのでよろしくお願いします。

支t左民� ili:lLi 彩子� 

4月より 勤 務しておりますが、まだま
だ分からない草 がたくさんあり、円々

勉強させてもらっています� c 干IJ件j者の� 

hの退所後の生活を常に考えながら、 支援 して

いきたいと思っています οどうぞよろしくお願 い致

します。
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l

多
数
見
ら
れ
、
久
々
の
再
会
に
喜
び
、

ま
た
現
役
訓
練
生
と
し
て
闘
志
を

燃
や
す
姿
も
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
を
胸
に
戦
い
ま
し
た
。
本
大
会

は
、
山
月
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る

第
口
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会 
(お
い
で
ま
せ 
!
山
口
大
会
)
の
選

考
も
兼
ね
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
惜
し
く
も
選
考
か
ら

外
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
来

年
こ
そ
は
訓
練
課
か
ら 

人
で
も

多
く
の
方
が
全
国
大
会
で
戦
う
姿

を
見
せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

O
B

ト
ボ
ー
ル
投
げ
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
等
の
競
技
が
あ
り
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
出
す
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
訓
練
課 

の
姿
も

m l

者

4
名
の
計
9
名
の
合
同
チ 

・
ソ
フ

結
成
し
参
加
し
ま
し
た
。
日 

ム
を

窮
邸
国
民
庫
県
副
間
宮
劃
一

の
じ
智
妥
千
身
寄
}


す
使
用
者
の
部
」

平
成
お
年

4
月
初
日
(
祝
・
金 
)

i

第
5
回
兵
庫
県
障
害
者
の
じ
ぎ
く

ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
車
い
す
使
用
者
の

部
」
が
、
ユ
ニ
パ 

記
念
競
技
場
(
補

助
競
技
場
)
で
開
催
さ
れ
、
訓
練
課

利
用
者
5
名、
あ
け
ぼ
の
の
家
利
用

計 そ
の

他
施
設
移
籍

:
:
:
:
・ 

:
:
:
6名

家
庭
復
帰 
:
:
:
:
:
:
:
:
:
町
名

進
学 
(訓
練
校
・

・:
6
名

平
成
包
年
度

退
所
後
の
転
帰
先


平
成
幻
年
4
月
l
H
か
ら
平
成
幻
年 
3
月
山
門
)

就
職 
(復
職
・
自
営
業 
)

他 

復
学
含
む 
)

:・
 

:
:
8
名

IIDIぬ~~⑧窃
82 5 
名 名

暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
暑

さ
対
策
や
体
調
管
理
を
行
え
て
い
ま

す
か
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
暑
い
夏
で
も

訓
練
に
励
む
毎
日
で
す
。
今
年
は
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
外
で
の
訓
練
を

午
後
か
ら
午
前
中
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

変
更
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

恒
例
の
親
睦
会
や
セ
ン
タ
ー
盆
踊
り

や
篠
山
マ
ラ
ソ
ン
等
の
行
事
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
次
回
の

「自
立
の
風
だ

よ
り
」
で
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。


